全国ダンス・表現運動授業研究グループ　1２月例会記録
平成24年12月9日
於　：　お茶中
出席者：WG　中村（恭）・宮本・栗原・山下・藤田・中村（な）・笠井・津田・熊谷（記録）
　　　　午後　松本千代栄先生、高野（章）、有川、松本（富）、勢畑、浅川、佐藤よ（記録）
【午前】ワーキンググループ　　　　　
1） 春合宿について
日程：平成25年3月27日（水）受付9:00～　　　28日（木）　終了予定16:00　
場所：27日→お茶の水小学校　　　28日→お茶の水中学校
費用：２日間→3,000円　　1日→2,000円　　学生→2,000円（1日でも2日でも）
宿泊先：鳳明館本館　　２５名分を確保してある　　１泊10,500円
　　　　夜の「情報交換会・懇親会」（18:00～予定）のみの参加も可。
広報：メンバーからの直接の声かけの他、各県の女子体育連盟、大修館、教育新聞社、学体連に宣伝を
お願いする。
合宿通知：名簿から、W･Gメンバーが直接お声かけする方と、メール・ハガキで通知する方を仕分け。
来年からはハガキでのお誘いをせず、今後合宿については授業研のＨＰに第一報を12月末に、
第二報を２月にアップされるのでチェックしていただきたい旨連絡する。メールでお誘いする
方への文面は中村なおみ先生が作成。ハガキ用の文面は津田先生が作成。
　申込み：〆切は宿泊先の都合に合わせて今後設定。授業研ＨＰの所定フォームで申込み（メンバーも）。
申込者の名簿作成は熊谷が行なう。
　内容：　テーマ『明日からトライ！ダンスの授業』の実践
　　　　　　　　　　　　～体感を通して理論的背景の理解を深める～
　　　　　27日9:00～　受付　（発達ごとに色分けしたクリアケースを渡す）
　　　　　　　 9:30～　開会式　挨拶（中村恭）
　　　　　　　　　　　　　　　 課題学習解説（宮本）
　　　　　　　 9:45～11:30頃　基調講義　島内敏子先生
松本富子先生
　　　　　　　11:30～　連絡（笠井）後、発達別で集まり顔合わせ　　　　　　　
12:00～　昼食（生協の学食使用可）
13:30～　「仲間と出会うウォームアップ」（中村な）
13:45～　基本的な課題「表現・創作ダンス はじめての単元 ～男性教諭の実践から」
オリエンテーション・しんぶんし　木原・中村な
走－止、集－とび散る　　　　　　佐藤・宮本
スポーツ　　　　　　　　　　　　野中・中村恭
15:45～　連絡
16:00～　発達別活動　16:30目安に解散
　　　　　28日9:00～　受付　
　　　　　　　 9:30～　「ウォームアップいろいろ　～幼児から大学生まで」
　　　　　　　10:15～　休憩
　　　　　　　10:30～　「リズムダンス・現代的なリズムのダンスの単元」
　　　　　　　12:00～　昼食
　　　　　　　13:15～　発達別研修　幼・小、中、高、大（担当者など具体案は次回提案）
　　　　　　　　　　　　「イメージと動きを結ぶ言葉かけ」
　　　　　　　15:00～　発達別の縦割り交流会　　　　
　　　　　　　　　　 　発達別反省会
15:40～　合宿の振り返り、まとめ、来年への課題
その他：DVDは作成しない。
2） 報告・連絡
　　　・公開授業　　山下先生　　表現運動　　1/21（月）13:45～　八ヶ崎小学校にて
　　　・出前授業　　君和田先生　宮崎から「んまつーポス」の皆さんを招いて授業
　　　　　　　　　　　　　　　　12/12（水）9:40～、　12/13（木）11:40～、13:15～
　　　　　　　　　　　　　　　　都立広尾高校（最寄り駅は恵比寿）にて　参観可
　　　・ＴＶ放映　　平山素子さん特集　オデッサの階段　12/13（木）23時～　8チャンネル
・日本教育大学協会の研修会が12月22、23日に開催予定（メールで連絡済み）松本と
　　　　　　　ＡＭ　講義　ＰＭワークショップ　2日目には学習指導要領のリズムダンスについて
　
【午後】
松本千代栄先生より
グループ指導の内容を第二段の本に。
グループに応じた指導の声かけ
27日の内容について「男子の生徒に対して」というのを入れた方がよいのでは。女子と違って注意するところについてふれた方がよい。しなやかさではなくダイナミックさや思い切り動くことの大切さを伝えたい。
藤田先生からの報告
「中学男子のダンスの授業に取り組んで」
もともと男子校から女子が入り、共学になった学校。男子は武道、女子はダンスという考え方が根強い。
学習指導要領の改訂により中学2年の3学期のみダンスの授業を実施することとなった。
5時間扱いのダンス単元を編成。4人組のグループでの作品発表を最後に設定した。（6時間とれたクラスは6人組）
男子の実態を把握するためにアンケートを実施。ダンスにマイナスなイメージを持つ生徒が多かったが、女子の指導とほぼ同じに実施した。初めは男子の若手の先生に参加してもらい作品も一緒に作ってもらった。その影響もあり、良い雰囲気で行えるようになってきた。
ウォームアップで女子と同じステップができるのか？
スキップは男子に合うのか？スキップというより飛び跳ねさせるイメージで。体のふれあいなどに抵抗がないので放置しすぎると収集がつかなくなるので注意が必要。
校風から押さえる教育方針なので発散させる場としての意味合いも持たせる。その日のＭＶＰやいい動きを仲間の前で発表させる場面を持たせた。目立つことをやりたい生徒が意外に多いことがわかった。生徒指導で大変な生徒が個性を発揮する場にもなった。
学校生活の中で自己表現する場がなかなかない中、ダンスの時間がその役割を担えればと感じた。
○単元終了後のアンケートより
5時間の実践でも多様な意見を持つことができた。
＜質疑応答＞
・単元前後のアンケートで少数派の意見の変容はどうだったか？
→単元前は楽しみにしている生徒もいた。単元後はほとんどが前向きな意見であった。
・男女別のイメージから動きの引き出し方の違いはなにか？（高野）
→今回はそこまで考察できなかったが今後やってみたい。
・表現は特別な技能をもっていなくても活躍できるのがダンスだと思うが、今回の実践の感想をみてそうだなと感じた。（山下）
・イメージをださせようとしたときに困る生徒はいなかったか？（中村）
→それほどいなかった印象。とりあえず体で動くなかで良い動きを見つけていった。
・そうなるように指導した成果では？（中村な）
有川　　お正月とサンタクロースの歌を手話にあわせて踊る実践報告
→合宿のＷＵでやってもらえないか？特支の実践が入るとさらに良くなる。
宮本　　「ゲルニカ」の実践報告
1時間目はゲルニカのイメージを持って「走るｰゲルニカ」でなりきることに重点を置いた。
2時間目は「走るｰゲルニカ」を繰り返してから壁で作る彫刻へとつなげた。
Ｑウォーミングアップと本題との関わりをどう考えるか？
→本題と関連した方がよいと思うが、1年生の初めと言うこともあり、こどもの気持ちを弾ませるところから授業に入っていった。
＜実技＞　
中村き　クリスマスソングに合わせてウォーミング（前回実施のもの）
浅川　「忍者」（小４対象）
①既習事項の「ケンカ」をダンスで
②一組取り上げて発表　よかったことを言い合う
③忍者ならではのものをイメージしてペアで戦う
＊攻撃する方やられる方はとくに決めず子どもににまかせて
④一組取り上げて発表　よかったことを言い合う
⑤忍者の初めの一歩
・忍者一歩は音を立てずにジャンプで止まる
＊その後は静かに移動しながら先生の合図で術を発動
・忍法「竜巻の術」
・石から石に飛び移る
・忍法「ムササビ」の術
⑥忍者の掟の確認
・けがをしない
・忍者はピンチを知恵を絞って乗り越える（死なない）
・忍者は仲間を信じる（分身の術）
＜質疑応答＞
・金縛りの術がはいると「ストップ」といわなくても必然的に止まる。（山下）
・四カ所に分けたのには理由があるのか？
→術の系統を四つに分けた（戦い・忍者らしい動きで移動・術・環境）最後は自分で術を考えて動く。
・小学校ならではの目標や課題の提示のしかたがよい。中学校では一つの題材を何時間もという展開は難しいのでそのところが小中の違いだと思う（1単元4時間かけて忍者）。（藤田）
・一つの題材から多様に動けるのが子ども。
・もっとはやく動く、ピタッと止まるなど動きの質を高める言葉かけは？
→空間・リズム・崩し・関わりの観点から言葉かけをしていく
・カードは巻物にするとよいのでは？
・縦書きにするのもおもしろい。
・指令１がでてからが長い気がする。
→小学生ではこのくらいの長さでも動ける
→長すぎると同じ動きになってしまうので止まるところまでのひと流れを短くしてたくさん体験させてあげるとよい。
・最終的にはでてきた動きから好きなものを選んでつなげたものを作品に。
宮本　「ロック」
①8ビートの確認・先生が裏拍子を入れる
②二人組で表と裏の拍子を手拍子で確認
③歩きながら１とー２とー・・・「とー」で軽くしゃがむ
④表ビートで体の違う部分でリズムを取る　肘は？へそは？おしりは？くびは？　じゃあ表と裏もとってみよう。
⑤ピタッと止まるを入れる
⑥音楽をいれて
　８×２（体のいろいろな部分でリズムを取る）、８×２（止まる）
⑦やること決める、練習して・・・（なかむらつぶやき、ここが気になっている）なるべく移動して
⑧一人一個提案してまねっこする
⑨リハーサル　　前奏は好きなポーズで
⑩見せあいっこ（お互いの動きを発表）→相手チームと一緒に発表　
＜質疑応答＞

・表のリズムが多かったが、裏は強調しなくてもよいか？
→ロックはアップの動きを強調（ロッキング）
→本当にそうか？
→ヒップホップはダウンの動きを強調
→強調しすぎるとできない子は固まってしまう。リズムを刻むことに重点を置いている。
・全部形を変えると難しいので１と２を繰り返すようにした方がやりやすい「ビートでメリハリ繰り返し」
・決まった部位の１、２を倍、倍にしていくところを体験していろんな動きに変えていく方がやりやすい。
・裏をとることが学習の本質なのか？
・早さを早くすることが裏をとることなのか？→違う
・裏を強調しないほうがよい。リズムの刻み方の変化と伝えた方がわかりやすい。
・曲とダンスのつながりは深い。だからこそ選曲のねらいがしっかりしてないといけない。
・最後が頭の学習になってしまう。フォーメーションを考えることに走ってしまうのが難点。動くなかで作品にしていきたい。
・ＤＫＷについて
→アクセントはどうか？→アクセントというよりもリズムの刻み方ではないか。
→リズムの刻み方の変化を教えるのでＤＫＷもそれに関わっていないといけない。
→ＤＫＷは目当てであると同時に評価点にもなるもの。
・ブレイクダンスは床を使って回ること？授業ではブレイクダンスもどき。床を使った低い動きを体験すること。

［連絡］


来月：1月13日（日）13：00～　　WG　10：00～


　会場：お茶小


　進行：笠井　　記録：勢畑


講義：熊谷


　実技：君和田（ボディーパーカッションを基にして）


　　　　山下（表現）


　　　　宮本（現代的なリズムのダンス「床を使って」）








1

